
一

化
政
期
に
お
け
る
大
鶴
庵
塊
翁
の
月
並
句
合
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

― 

江
戸
後
期
尾
張
俳
壇
の
月
並
句
合
（
三
）
―寺　

島　
　
　

徹

　
　
　
　
　

は
じ
め
に

化
政
期
の
尾
張
俳
人
、
大
鶴
庵
塊
翁
（
一
七
六
四
〜
一
八
二
九
）
は
、
暮
雨
巷

一
世
加
藤
暁
台
（
一
七
三
二
〜
一
七
九
二
）
や
暮
雨
巷
二
世
桜
田
臥
央
（
一
八
一

〇
没
）
の
あ
と
を
継
ぐ
形
で
、
月
並
句
合
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
る
（
注
１
）。
尾
張
俳
壇
に

お
け
る
暮
雨
巷
を
中
心
と
す
る
月
並
発
句
合
の
展
開
を
明
確
に
す
る
作
業
の
一
環

と
し
て
、
本
稿
で
は
手
元
に
集
ま
っ
た
大
鶴
庵
塊
翁
の
月
並
句
合
資
料
、
点
帖
資

料
を
も
と
に
、
化
政
期
の
尾
張
俳
壇
の
月
並
句
合
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま

た
、
月
並
句
合
を
通
し
た
尾
張
俳
壇
と
他
地
域
と
の
交
流
事
例
に
つ
い
て
も
敷
衍

す
る
。

　
　
　

一　

塊
翁
の
月
並
句
合

大
鶴
庵
塊
翁
は
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
生
。
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）

十
月
十
七
日
に
六
十
六
歳
で
没
し
て
い
る
。
尾
張
知
多
の
草
木
村
の
生
ま
れ
で
、

本
名
、
竹
内
春
政
。
通
称
、
清
兵
衛
。
当
初
、
竹
有
と
号
し
、
の
ち
大
鶴
庵
、
塊

翁
と
号
し
た
。
暁
台
、
士
朗
門
。
暁
台
追
善
の
『
落
梅
花
』
が
初
見
。
名
古
屋
桑

名
町
住
。
文
化
期
か
ら
多
く
の
俳
書
を
編
み
、
枇
杷
園
門
弟
と
し
て
頭
角
を
あ
ら

わ
す
。
化
政
期
に
は
月
並
句
合
の
経
営
を
も
と
に
、
尾
張
俳
壇
に
重
き
を
な
す
。

編
著
に
、『
あ
を
む
し
ろ
』 （
文
化
元
年
）、『
草
名
集
』 （
文
政
五
―
一
〇
年
）、『
花

鳥
楽
事
』、『
雪
月
文
事
』
な
ど
が
あ
る
（
注
２
）。

服
部
徳
次
郎
氏
は
、『
中
京
俳
人
考
説
』（
文
化
財
叢
書
71
号
）
の
解
説
（
五
、

士
朗
中
心
の
文
化
・
文
政
期
）
に
お
い
て
、「
文
政
期
は
士
朗
門
独
占
か
ら
解
体

さ
れ
、
各
派
す
べ
て
を
融
合
一
体
化
し
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
あ
る
俳
諧
」
が
発
展
し

て
い
た
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
の
宗
匠
乱
立
の
尾
張
俳
壇
に
あ
っ
て
、塊
翁
が
、

尾
張
俳
壇
の
中
心
的
存
在
と
な
り
、
文
政
期
に
盛
ん
に
月
並
句
合
を
行
っ
た
こ
と

は
、
あ
る
程
度
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
、
加
藤
定
彦
氏
「『
俳
諧
常
磐
草
』

の
紹
介
―
暮
雨
巷
月
次
句
合
の
余
波
―
」（
東
海
近
世
24
号
、
平
成
28
年
７
月
）

に
お
い
て
、
塊
翁
が
暁
台
、
臥
央
の
暮
雨
巷
月
並
句
合
を
覆
刻
し
出
版
し
て
い
る

こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
士
朗
存
命
の
頃
よ
り
、
塊
翁
の
月
並
句
合
事
業
へ
の

関
心
の
深
さ
が
う
か
が
え
る
。
暁
台
、
臥
央
と
続
い
た
暮
雨
巷
月
並
句
合
で
あ
る

が
、
士
朗
は
、
暁
台
の
主
要
地
盤
を
ほ
ぼ
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
あ
ま
り
発
句
合
に

積
極
的
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
注
３
）。
暮
雨
巷
系
の
月
並
句
合
を
復
活
す
る
形
で

大
々
的
に
引
き
継
い
だ
の
は
、
結
果
的
に
塊
翁
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ

う
。塊

翁
の
月
並
句
合
資
料
を
整
理
し
て
掲
げ
て
み
た
い
（
注
４
）。
残
存
す
る
丁
刷
を
示
し

て
み
よ
う
（
注
５
）。
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二

○
丁
刷
刊
行
の
推
移

こ
れ
ら
を
遡
る
文
化
十
二
年
か
ら
文
化
十
三
年
に
、
臥
央
の
月
並
五
題
が
は
じ

ま
っ
て
い
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
。『
尾
三
古
俳
書
解
題
』
の
四
七
九
番
「
塊
翁
月

次
五
題
」
の
項
（
一
七
六
頁
）
に
、
文
化
十
二
年
〜
文
化
十
三
年
の
丁
刷
が
引
用

さ
れ
る
。『
文
化
乙
亥
・
丙
子
月
次
五
題
』
は
、
故
服
部
徳
次
郎
氏
蔵
の
所
蔵
と

記
さ
れ
る
が
、
現
存
を
確
認
で
き
な
い
。

図１　塊翁評『月次句合五題』（仮題）<③文政三年>　架蔵

文
化
十
四
年
の
十
月
月
並
五
題
が
、
早
大
図
書
館
蔵
の
玉
晁
叢
書
「
俳
叢
」
の

中
に
錯
簡
の
形
で
残
存
す
る
。
確
認
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
、
文
政
三
年
の
も
の
か

ら
は
、
上
部
に
塊
翁
評
と
し
て
、
俳
論
、
式
目
、
季
語
な
ど
の
解
説
が
載
る
。
文

政
七
年
以
降
は
、「
大
鶴
庵
塊
翁
撰
」（
⑧
⑨
）
の
も
の
に
加
え
て
「
大
鶴
庵
宗
匠

評　

琴
左
・
加
笛
輯
」（
⑦
）
が
見
ら
れ
、注
意
を
要
す
る
。『
尾
三
古
俳
書
解
題
』

①
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）　

十
月
五
題
（
早
大
玉
晁
叢
書
「
俳
叢
」
の
内
）

　
　
　

外
題
ナ
シ 

※
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵

②
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）　　

正
月
五
題
〜
十
二
月
五
題

　
　
　

外
題
「
大
隺
庵
卯
選
集
」 

※
新
城
ふ
る
さ
と
情
報
館
牧
野
文
庫
蔵

③
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）　　

一
月
、
十
月
五
題
〜
十
二
月
五
題

　
　
　

外
題
「
大
鶴
庵
月
次
」（
架
蔵
本
）

　

 
※
常
滑
市
某
氏
蔵
・
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
・
架
蔵

④
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）　　

正
月
初
懐
紙
〜
十
二
月
五
題

　
　
　

外
題
「
初
懐
紙
」（
天
理
本
） 

※
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
蔵
・
架
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
常
滑
市
某
氏
蔵

⑤
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）　　

正
月
五
題
〜
十
二
月
五
題

　
　
　

外
題
ナ
シ 

※
藤
園
堂
蔵
・
架
蔵

⑥
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）　　

正
月
五
題
〜
十
二
月
五
題

　
　
　

外
題
ナ
シ 

※
藤
園
堂
蔵

⑦
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）　　

正
月
五
題
〜
十
二
月
五
題

　
　
　
「
月
並
集
」 

　

※
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
蔵

⑧
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）　　

正
月
五
題
〜
十
二
月
五
題

　
　
　

外
題
ナ
シ 

※
藤
園
堂
蔵

⑨
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）　　

正
月
五
題
〜
十
二
月
五
題

　
　
　

外
題
「
つ
き
な
み
集
」　 

　
　

※
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
蔵
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三

化
230
号
、
平
成
30
年
８
月
）
に
は
、
塊
翁
の
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
五
月
の
返

草
（
あ
る
い
は
丁
刷
か
）
と
思
し
き
資
料
が
紹
介
さ
れ
る
。
勝
川
連
の
も
の
で
、

巻
本
は
松
濤
と
あ
る
。
題
は
、
郭
公
、
蛍
、
若
葉
等
で
あ
り
、
④
に
あ
げ
た
丁
刷

と
は
題
が
こ
と
な
っ
て
お
り
（
④
は
、
苔
の
花
、
水
鶏
、
早
苗
取
、
帷
子
、
若
竹

の
五
題
）、
大
野
稿
掲
載
写
真
１
に
乱
題
の
文
字
が
み
え
る
こ
と
か
ら
も
、
別
だ

て
の
発
句
合
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
と
で
紹
介
す
る
架
蔵
の
点
帖
に
も
、
そ
の
傾
向

は
み
え
、
塊
翁
の
発
句
合
は
、「
月
並
五
題
」
の
他
に
も
同
時
に
別
種
の
も
の
も

行
わ
れ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

﹇
点
印
﹈

塊
翁
の
五
題
月
並
句
合
の
点
印
は
、
最
高
点
が
「
玉
か
づ
ら
」、
つ
づ
い
て
「
槙

柱
」「
朝
顔
」「
瞿
麦
」
の
順
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
『
源
氏
物
語
』
に
ゆ
か
り
の
あ

る
言
葉
を
印
に
し
て
い
る
。「
玉
か
づ
ら
」
が
二
句
程
度
、「
槙
柱
」
が
十
〜
十
五

句
程
度
、「
朝
顔
」
が
三
十
句
か
ら
四
十
句
程
度
で
あ
る
。「
朝
顔
」
ま
で
が
丁
刷

に
載
る
、
い
わ
ば
入
集
句
で
あ
る
。
月
ご
と
の
巻
軸
に
は
、
基
本
的
に
塊
翁
の
発

句
を
お
く
。
後
述
す
る
が
、「
瞿
麦
」
は
、
点
帖
で
点
を
付
け
る
と
き
の
も
の
で
、

点
印
の
中
で
は
最
も
下
位
で
あ
る
。「
朝
顔
」
を
付
け
た
中
か
ら
、
点
帖
の
巻
末

で
「
玉
か
づ
ら
」「
槙
柱
」
が
選
ば
れ
る
こ
と
と
な
る
。
架
蔵
点
帖
（
文
政
二
年
）

に
よ
れ
ば
、「
玉
か
づ
ら
」
が
十
五
点
、「
槙
柱
」
が
十
点
、「
朝
顔
」
が
七
点
で

あ
る
。

﹇
入
集
者
﹈

尾
張
地
区
の
参
加
者
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
初
期
に
ま
と
ま
っ
た
丁
刷
が
残
存

す
る
文
政
二
年
で
み
て
み
る
と
、
こ
の
当
時
の
塊
翁
一
派
の
代
表
的
な
撰
集
『
あ

と
の
と
も
し
』（
二
代
専
庵
編
）
と
文
政
二
年
の
丁
刷
（
参
加
者
二
一
三
名
）
の

重
複
者
は
、塊
翁
高
弟
の
花
鏡
ら
を
中
心
と
す
る
三
十
七
名
。
士
朗
七
回
忌
の
『
あ

と
の
と
も
し
』
は
、
全
国
的
な
俳
人
の
入
集
も
多
い
こ
と
も
あ
り
、
重
複
が
や
や

少
な
い
気
も
す
る
。
し
か
し
、
花
鏡
、
呉
山
、
紫
黒
、
司
青
、
七
馬
、
杜
牧
、
盛

榎
（
吾
鬘
）、
桃
児
（
多
加
木
）、
蓼
長
（
朝
官
）、
待
亮
（
三
河
）
等
、
塊
翁
門

図２　塊翁評『月次句合五題』（仮題）<⑤文政五・④文政四年>　架蔵

（
一
九
〇
頁
）
に
、「
琴
笛
集
」
の
立
項
が
あ
り
、〈
文
政
十
年　

琴
左
・
加
笛
編　

塊
翁
評
〉
と
さ
れ
、
騏
上
序
「
清
須
以
北
の
月
次
五
題
の
撰
集
で
あ
る
」（
服
部

徳
次
郎
氏
稿
）
と
分
析
さ
れ
る
。
首
肯
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
た
だ
し
、『
尾

三
古
俳
書
解
題
』
の
指
す
文
政
十
年
は
、
正
し
く
は
文
政
七
年
で
あ
ろ
う
）。

ま
た
、
近
頃
、
発
表
さ
れ
た
大
野
哲
夫
氏
「
春
日
井
の
俳
諧
（
四
）」（
郷
土
文
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四

の
中
心
を
な
す
俳
人
は
、
こ
こ
に
ほ
ぼ
含
ま
れ
て
い
る
。
月
並
五
題
が
、
門
弟
を

中
心
と
す
る
俳
壇
経
営
の
色
彩
を
帯
び
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
士
朗
の

地
盤
を
月
並
句
合
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
上
手
く
引
き
継
い
で
い
る
様
子
も
う

か
が
え
る
。

文
政
二
年
の
丁
刷
で
地
域
別
の
参
加
者
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
高
弟
の
花
鏡

（
味
鋺
）
ら
所
付
の
な
い
尾
張
・
名
古
屋
の
参
加
者
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
尾
張

地
区
で
は
他
に
、
尾
張
北
部
の
犬
山
七
名
、
多
加
木
一
〇
名
、
妙
興
寺
四
名
、
浅

野
四
名
が
目
立
ち
、
尾
張
知
多
も
大
高
、
大
野
な
ど
の
参
加
者
が
あ
る
。
他
の
地

域
で
は
、
三
河
一
八
名
、
伊
勢
二
三
名
、
美
濃
九
名
、
信
濃
六
名
、
遠
江
二
名
、

駿
河
二
名
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、文
政
二
年
（
二
一
三
名
）
と
興
隆
期
で
あ
る
文
政
四
年
（
二
五
八
名
）

の
丁
刷
を
も
と
に
、参
加
者
の
推
移
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
重
複
者
は
六
十
六
名
。

花
鏡
、
紫
黒
、
司
青
ら
高
弟
を
中
心
に
重
な
っ
て
い
る
。

文
政
四
年
で
は
、
尾
張
地
区
で
は
、
鳴
海
は
九
名
（
文
政
二
年
は
三
名
）、
大

野
が
一
五
名
（
同
二
名
）と
参
加
者
を
の
ば
し
て
い
る
。
星
崎
は
八
名
（
同
三
名
）、

犬
山
十
二
名
（
同
七
名
）、
ヒ
ラ
五
名
（
同
一
名
）、
諸
和
四
名
（
同
、
参
加
者
な

し
）、
多
加
木
七
名
あ
た
り
が
目
立
つ
。
清
洲
は
七
名
（
文
政
二
年
は
騏
上
の
み
）

参
加
。

他
地
域
で
は
、
三
河
二
一
名
、
伊
勢
二
一
名
、
美
濃
は
、
今
尾
の
五
名
を
入
れ

れ
ば
一
一
名
、
遠
江
二
名
の
参
加
で
あ
る
。
文
政
二
年
に
比
べ
る
と
、
信
濃
の
参

加
が
み
ら
れ
な
い
。
尾
張
で
は
大
野
、
清
洲
の
参
加
が
大
幅
に
増
え
て
い
る
。
琴

左
、
加
笛
な
ど
の
清
洲
連
中
は
、
こ
の
頃
か
ら
参
加
が
目
立
ち
、
文
政
後
期
に
は

中
心
の
一
つ
と
し
て
機
能
し
て
い
く
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

尾
張
俳
壇
に
加
え
、
信
州
な
ど
の
遠
隔
の
地
域
が
入
選
す
る
丁
刷
（
①
②
③
⑧

⑨
）
と
、
尾
張
地
区
中
心
の
丁
刷
（
④
⑤
⑥
⑦
）
が
み
え
る
（
た
だ
し
、
両
者
の

入
集
者
は
か
な
り
重
な
る
）。
前
者
に
つ
い
て
は
、
第
三
節
で
信
州
阿
島
連
中
の

ケ
ー
ス
を
例
に
詳
述
し
た
い
。

図３　塊翁評『文政二年発句合点帖』（仮題）　架蔵

　
　
　

二　

塊
翁
の
点
帖
資
料
の
紹
介

つ
ぎ
に
、
残
存
す
る
発
句
合
の
点
帖
を
掲
げ
て
み
よ
う
。
次
の
三
種
で
あ
る
。
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五

Ａ
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
点
帖　

夏
季
乱
題

　
　
　

外
題
「
夏
季
乱
題
」 

※
架
蔵

Ｂ
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
点
帖　

初
鰹
等
五
題

　
　
　

外
題
「
月
次
五
題
」 

※
豊
橋
市
中
央
図
書
館
蔵

Ｃ
文
政
期　

点
帖　
　
　
　
　
　
　

秋
の
夜
・
鹿
の
声
の
二
題　

　
　
　

外
題
「
し
の
ゝ
め
」 

※
岐
阜
県
立
図
書
館
蔵

別
立
て
の
発
句
合
の
点
帖
と
思
わ
れ
る
Ａ
、
Ｃ
と
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
の
催
し
で
あ
る

五
題
月
次
句
合
の
点
帖
Ｂ
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
年
代
の
早
い
Ａ
の
書
誌
を
掲
げ
よ

う
。

Ａ
大
鶴
庵
塊
翁
評
「
文
政
二
年
発
句
合
点
帖
」（
仮
題
）

　
　
　
　

書
誌

装
幀　
　

半
紙
本
写
一
冊
。
袋
綴
。

表
紙　
　

濃
縹
色
。
菱
紋
艶
出
し
。

寸
法　
　

縦
二
四
・
二
×
横
一
六
・
六
糎
。

題
簽　
　
「
夏
季
乱
題　

于
時
文
政
第
弐
夏　

大
鶴
庵
塊
翁
評　

自
筆
本
」

　
　
　
　
（
中
央
）
後
補

丁
数　
　

墨
付
き
四
十
七
丁
。
遊
紙
三
丁
。

行
数　
　

半
丁
に
つ
き
五
句
。

題　
　
　

  「
涼
」「
行
々
子
」「
蛍
」「
牡
丹
」「
子
規
」「
夕
顔
」「
夏
の
月
」「
蛍
」

「
五
月
雨
」
等

投
句
人
数　

三
十
人
（
推
定
）。

寄
句
数　

四
百
三
十
句
。

奥　
　
　

大
鶴
庵
塊
翁

識
語　
　

于
時
文
政
第
二
夏
閏
中
呂
（
閏
四
月
）
直
気
筏
登
仕
鳳
（
印
）

書
写
者　

句
―
執
筆　

判
詞
・
添
削
・
入
選
句
の
転
記　

塊
翁

点
印　
　
「
玉
鬘
」「
槙
柱
」「
朝
顔
」「
瞿
麦
」
○
（
朱
印
）

年
代　
　

文
政
二
年
夏
（
閏
四
月
）

所
蔵　
　

架
蔵　
　
　

点
帖
Ａ
は
、
五
題
月
並
句
合
と
は
、
別
立
て
の
発
句
合
と
考
え
ら
れ
る
。
文
政

二
年
の
丁
刷
（
一
覧
②
）
と
の
重
な
り
は
多
く
な
い
。
点
帖
で
名
が
明
記
さ
れ
る

28
名
の
う
ち
、
大
野
の
紫
鳳
・
紫
扇
・
百
歌
の
み
。
し
か
し
、
前
山
、
大
草
の
連

中
と
い
う
点
で
は
丁
刷
の
傾
向
と
隔
た
っ
て
は
い
な
い
。「
瞿
麦
」「
朝
顔
」
朱
印

が
捺
さ
れ
、
さ
ら
に
、「
朝
顔
」
の
中
か
ら
秀
逸
句
五
句
を
巻
末
に
取
り
だ
し
て

い
る
。
巻
末
の
句
を
そ
の
ま
ま
あ
げ
て
み
よ
う
。

（
朝
顔
）　 

五　

湖
の
浪
面
白
し
青
あ
ら
し　
　
　
　
　
　
　
　

琴
小
倉

　

四

（
朝
顔
）　 

四　

涼
し
さ
の
余
り
て
月
の
夜
明
哉　
　
　
　
　
　

四
々
丸

（
朝
顔
）　 

三　

牡
丹
咲
て
心
大
き
う
成
に
け
り　
　
　
　
　
　

紫　

扇

（
槙
柱
）
第
弐　

朝
の
間
ハ
さ
み
だ
れ
あ
き
も
せ
ざ
り
け
り　
　

露
前
山

　

渓

（
槙
柱
）
巻
頭　

旅
人
ハ
旅
痩
す
る
を
夏
の
月　
　
　
　
　
　
　

紫
巻
元

　

鳳

点
帖
Ｂ
は
、
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
の
月
並
五
題
の
点
帖
で
あ
る
。
文
政
四
年
四
月
の
丁

刷
と
一
致
す
る
。
臥
央
の
月
並
句
合
の
内
容
を
し
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
資
料
と
い
え
る
。
原
本
未
見
だ
が
、
豊
橋
市
中
央
図
書
館
羽
田
文
庫
所
蔵
の
影

印
資
料
を
参
照
し
た
。

書
誌
を
わ
か
る
範
囲
で
示
す
と
、「
文
政
己
四
月
／
月
次
五
題
／
名
古
屋
人　

大
寉
菴
塊
翁
評
」（
打
ち
付
け
書
）。
塊
翁
評
点
帖
（
文
政
四
年
四
月
）。
写
本
一
冊
。

丁
数
、墨
付
一
六
四
丁
。
行
数
、半
丁
に
つ
き
、五
句
。
題
「
初
鰹
」「
新
茶
」「
牡

丹
」「
行
々
子
」「
笋
」。
寄
席
数
「
一
六
百
六
十
余
吟
」（
奥
）。
点
印
「
玉
鬘
」「
朝

顔
」「
瞿
麦
」
〇
（
朱
）。
参
加
者
一
六
七
名
。
表
紙
に
「
羽
田
野
発
句
入
」
と
書

入
あ
り
。
識
語
「
羽
田
野
た
か
雄
」。
豊
橋
市
中
央
図
書
館
所
蔵
。
請
求
番
号
（
九
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六

一
一
・
三
／
一
一
〇
）

な
お
、
識
語
に
、

こ
ハ
お
の
が
い
と
〳
〵
若
か
り
し
時
俳
諧
の
ほ
句
と
い
ふ
こ
と
を
も
も
の
し

て
ん
と
名
古
屋
な
る
大
寉
庵
の
月
並
の
巻
へ
句
を
出
し
た
る
に
「
の
り
く
ら

も
持
し
牡
丹
の
主
哉
」
と
い
ふ
が
い
と
よ
ろ
し
と
て
巻
軸
と
い
ふ
に
え
ら
ま

れ
て
、
こ
の
巻
を
ほ
う
美
と
し
て
お
こ
せ
た
る
な
り
。（
下
略
）。

と
あ
る
。
識
語
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
も
っ
と
も
高
点
を
と
っ
た
文
英
に
清
書
巻

と
し
て
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
文
英
は
、
所
付
に
「
三
羽
田
西

方
」
と
あ
り
、
三
州
の
羽
田
の
俳
人
。
の
ち
に
国
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
羽
田
野

敬
雄
の
こ
と
で
あ
る
。

文
政
四
年
の
丁
刷
全
体
の
参
加
者
が
、
二
五
八
名
。
こ
の
点
帖
の
参
加
者
が
一

六
七
名
で
あ
る
。
塊
翁
の
月
並
句
合
の
規
模
が
お
お
よ
そ
、
一
五
〇
名
か
ら
二
五

〇
名
の
規
模
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
暁
台
と
臥
央
の
月
次
句
合
同
様
、

無
名
の
参
加
者
を
広
く
募
る
と
い
う
よ
り
、
塊
翁
の
俳
壇
経
営
に
即
し
た
規
模

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

点
帖
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
参
照
し

た
も
の
で
原
本
は
未
見
。
わ
か
る
範
囲
の
書
誌
事
項
を
示
そ
う
。

　

装
幀
、半
紙
本
写
一
冊
。
袋
綴
。
表
紙
、菱
紋
ち
ら
し
。
題
簽
「
し
の
ゝ
め
」（
中

央
）。
丁
数
、
墨
付
き
六
十
一
丁
。
行
数
、
半
丁
に
つ
き
四
句
。
白
鷗
序
。
塊
翁

跋　

識
語
、
執
事
。
凡
例
あ
り
。
題
「
秋
の
夜
」「
鹿
」。
寄
句
数
「
四
百
弐
拾
八

章
」。
書
写
者　

句
―
執
筆　

判
詞
・
添
削
・
入
選
句
の
転
記
―
塊
翁
。
点
印 「
玉

鬘
」「
槙
柱
」「
朝
顔
」「
瞿
麦
」
○
（
朱
印
）。
年
代
、
文
政
九
年
以
前
。
岐
阜
県

立
図
書
館
所
蔵
。

こ
れ
は
、
序
、
凡
例
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
参
加
者
は
七
馬
・
騏
上
、
花
鏡
、

守
栖
な
ど
一
部
馴
染
み
の
メ
ン
バ
ー
も
い
る
も
の
の
、
無
点
の
句
に
も
す
べ
て
人

名
が
ふ
ら
れ
て
お
り
、
通
常
の
月
並
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
他
流
派
と
の

交
流
の
色
彩
が
濃
く
、
通
常
の
発
句
合
の
点
帖
と
は
趣
を
異
に
す
る
特
別
な
企
画

と
い
う
印
象
を
受
け
る
。

白
鷗
の
序
に
は
、「
あ
る
夜
、
玉
屑
・
茶
交
と
い
へ
る
ふ
た
り
の
ゑ
せ
を
の
こ

来
り
て
」
と
は
じ
ま
り
、
栗
の
本
玉
屑
ら
の
勧
め
で
、
序
文
を
書
く
こ
と
に
な
っ

た
の
だ
と
す
る
。
断
っ
た
も
の
の
、「
ふ
た
り
の
を
の
こ
顔
ふ
く
ら
か
に
し
て
秋

の
夜
の
淋
し
さ
も
鹿
の
音
の
哀
れ
さ
も
し
ら
ぬ
人
こ
そ
せ
む
す
べ
な
け
れ
と
つ
ぶ

や
き
て
」
と
、
強
く
促
さ
れ
、
序
を
し
た
た
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
あ
る
。

つ
づ
く
凡
例
に
は
、
執
筆
の
立
場
か
ら
次
の
よ
う
に
規
準
が
示
さ
れ
る
。

一
、
巻
中
に
載
る
句
は
早
い
も
の
順
と
す
る
。

一  

、「
秋
の
夜
」「
鹿
」
の
両
題
を
聞
き
違
え
た
者
も
あ
り
、
題
を
間
違
え
た
も　

の
の
中
に
よ
い
句
も
あ
る
。
執
事
が
句
主
に
問
い
合
わ
せ
し
て
直
し
て
も
ら
う　

の
も
煩
わ
し
い
た
め
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
載
せ
た
。
か
り
に
鹿
を
鶉
と
聞
き
違　

え
た
場
合
で
も
、
鶉
と
し
て
撰
・
判
を
す
る
。

一  

、
坐
五
に
「
秋
の
夜
ル
」
と
置
い
た
も
の
が
あ
る
が
、「
夜
の
秋
」「
秋
の
宵
」　

の
書
き
間
違
い
で
あ
っ
て
も
、
添
削
は
大
人
（
塊
翁
）
の
判
断
に
任
せ
、（
執　

筆
が
）
書
き
直
し
は
し
な
い
。

一  

、
抜
句
（
高
点
）
数
章
に
は
、
か
づ
け
物
（
景
品
）
を
送
る
。「
す
げ
な
き
物　

と
い
へ
ど
も
道
を
き
そ
ふ
の
し
る
し
な
ら
む
」と
景
品
を
送
る
理
由
も
述
べ
る
。

跋
に
は
、
判
者
、
塊
翁
の
言
葉
が
記
さ
れ
る
。
引
用
し
て
み
よ
う
。

　
  

玉
の
井
の
さ
と
の
玉
屑
・
茶
交
の
二
子
よ
り
ひ
と
つ
の
包
ミ
を
贈
り
こ
さ　
　
　

る
。
あ
け
て
見
る
に
玉
手
箱
く
る
し
き
に
ハ
あ
ら
で
、
秋
の
夜
の
あ
ハ
れ
を

つ
く
し
た
る
く
さ
〴
〵
に
尻
声
か
な
し
き
鹿
の
さ
び
し
ミ
を
か
い
そ
へ
た
る

に
ぞ
あ
り
け
る
。
こ
れ
が
中
よ
り
十
キ
の
玉
を
選
び
出
て
甲
乙
を
さ
だ
め
よ

と
也
。

と
し
て
、「
槙
柱
」四
句
と
「
朝
顔
」六
句
の
都
合
十
句
を
高
点
句
と
し
て
掲
げ
る
。
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七

（　

）
に
入
れ
略
称
で
示
し
た
。
句
の
清
濁
は
原
典
の
ま
ま
、
ミ
セ
ケ
チ
は
―
で

示
し
た
。）

（
瞿
）
何
所
や
ら
ハか

涼
し
そさ

う
也
滝
の
音 

華

大
ク
サ

月
（
夏
季
乱
題
）

　
　
　

恋
に
朽
な
ん
名
こ
そ
おを

し
け
れ
夕
涼
ミ 

（
夏
季
乱
題
）

（
瞿
）
汐
干
潟
盃
ひ
と
つ
ひ
ろ
いひ

け
り 

　
　
　
　
　
　

琴
小
倉

二
（
夏
季
乱
題
）

（
瞿
）
冬今

春
の
米
く
わは

せ
た
り
ほ
と
ゝ
き
す 　
　
　
　
　
　

雨
豆
（
夏
季
乱
題
）

　
　
　

薪
背負

に
人
は
をお

く
れ
て
閑
古
鳥 

（
夏
季
乱
題
）

　
　
　

咲
初
て
入
日
を
おを

し
む
牡
丹
か
な  

（
夏
季
乱
題
）

　
　
　

夕
闇
を
く
つ
す
よや

う
也
け
し
の
花 

（
夏
季
乱
題
）

　
　
　

涼
し
さ
を
し
とた

ふ
て
鳴
か
ほ
と
ゝ
き
す 

露
前
山

渓
（
夏
季
乱
題
）

　

○　

あ
よや

ふう

く
も
雨
の
中
飛
ほ
た
る
か
な 

　
　
　
　
　
　
（
夏
季
乱
題
）

　

○　

麦
秋
や
ね
む
た
ひい

噺
し
て
通
る 　
　
　
　
　
　
　
　

夏
炉
（
夏
季
乱
題
）

（
瞿
）
初
か
つ
ほを

潮
見
の
茶
屋
て
喰
初
し 

　
　
　
　
　
　

東

岩
ク
ラ

宇
（
月
次
五
題
）

（
朝
）
乗
出
し
た
船
を
おを

し
む
か
行
々
子 

　
　
　
　
　
　

と

星
崎
女

せ
（
月
次
五
題
）

仮
名
遣
い
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
契
沖
仮
名
遣
い
（
歴
史
的
仮
名
遣
い
）
で

な
い
場
合
、
そ
れ
を
正
そ
う
と
す
る
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。
暁
台
、
臥
央
の
点
帖
で

も
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
高
点
で
あ
れ
ば
、
返
草
が
投
句
者
の
手
元
に
返
る

は
ず
で
あ
り
、
指
導
の
面
も
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
他
門
に
対
す
る
点
帖
Ｃ
に
比
べ

て
Ａ
、
Ｂ
で
は
そ
の
傾
向
が
強
い
か
。

（
瞿
）
雨
のう

夜れ

ハし

我
家
に
近
しき

ほ
と
ゝ
ぎ
す 

左

西
之
口

高
（
夏
季
乱
題
）

（
朝
）
水
た
ふ
〳
〵
筏
に
す
ゝ
し
・き

蚊
遣
か
な 

雨
豆
（
夏
季
乱
題
）

（
朝
）
旅
人
のハ

旅
痩
す
る
やを

夏
の
月　
　

 

紫
鳳
（
夏
季
乱
題
）

（
瞿
）
有
明
の
月
ハや

蓮
の
花
の
う
へ　
　

 

四
々
九
（
夏
季
乱
題
）

（
瞿
）
生
て
見
る
手
元に
こ
そに
あ
ま
るれ

・白

牡
丹
哉　
　

 

花
岡
（
月
次
五
題
）

「
瞿
麦
」
印
を
捺
し
た
も
の
か
ら
、
さ
ら
に
、
十
句
を
選
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
冒

頭
の
一
句
あ
げ
て
お
こ
う
。

　
（
槙
柱
・
印
）
秋
の
夜
の
忘
れ
も
せ
ず
に
明
に
け
り　
　
　

五
水

つ
づ
く
評
者
塊
翁
の
言
葉
と
し
て
、

　

  

疵
な
き
玉
と
ハ
并
べ
た
れ
ど
、
く
だ
の
穴
し
て
見
る
に
ひ
と
し
き
ひ
が
め
に

な
も
あ
な
れ
ば
、
か
へ
り
ゆ
き
て
后
ひ
ら
き
見
て
の
后
、
浦
嶋
が
こ
ゝ
ろ
や

起
し
給
ハ
む
ぞ
う
き
。

と
の
文
言
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。
最
後
に
、
執
事
の
識
語
と
し
て
、

　　

拾
点
四
章　

　
　

巻
頭
短
冊
掛　

巻

　

同
三
章　

い
づ
れ
も
へ

　
　

小
野
の
炭
壱
俵　

水
僊
一
も
と

　
　

短
冊
可
遣
壱
枚
づ
ゝ

と
あ
り
、
景
品
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
が
記
さ
れ
る
。
亀
堂
、
士
精
の
二
子
は
遠

い
た
め
、
重
い
景
品
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
ず
、「
月
樵
画
扇
」
な
ど
を
引
き
替

え
て
贈
る
旨
が
書
き
留
め
ら
れ
、
七
点
六
章
に
つ
い
て
は
、
蘭
亭
の
盃
と
短
冊
一

枚
ず
つ
贈
る
旨
が
記
さ
れ
る
。

こ
の
点
帖
の
催
し
は
、
序
や
塊
翁
の
跋
文
に
あ
る
よ
う
に
、
栗
の
本
玉
屑
ら
が
、

塊
翁
に
撰
を
依
頼
し
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
単
発
の
発
句
合
と
思
わ
れ
る

が
、
点
と
景
品
の
関
係
な
ど
、
塊
翁
撰
の
発
句
合
の
一
つ
の
あ
り
方
を
示
し
て
い

て
興
味
深
い
。

つ
ぎ
に
、
点
帖
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
を
通
じ
、
添
削
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
た
い
。「
仮

名
遣
い
」「
切
字
」な
ど
の
面
か
ら
評
の
傾
向
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。（
点
印
は
、

― 196 ―



化政期における大鶴庵塊翁の月並句合について ― 江戸後期尾張俳壇の月並句合（三） ―（寺島　徹）

八

（
瞿
）
日
暮
し
の
庵
そも

出
来
け
り
牡
丹
茶
屋　
　

 

白
梅
（
月
次
五
題
）

（
朝
）
隠
に
牡
丹
の
咲
ぬけ
り

墓
の
闇　
　

 

金
毛
（
月
次
五
題
）

　

○　

秋
の
夜
や
浪
音
高
しき

瀬
田
の
は
し 

旭
有
（
し
の
ゝ
め
）

　

○　

秋
の
夜
の
長
さ
やに

老
をそ

し
ら
れ
け
りる 

大
路
（
し
の
ゝ
め
）

（
瞿
）
秋
の
夜
やに

添
ひ
来
る
も
の
ハよ

松
の
風 

も
り
を
（
し
の
ゝ
め
）

（
瞿
）
明
の
鹿
お
も
ひ
餘
り
て
啼
や
ミむ

ぬか 

鉤
月
（
し
の
ゝ
め
）

こ
の
よ
う
に
、切
字
に
関
し
て
の
添
削
も
多
く
み
ら
れ
る
。
切
字
が
重
な
る
「
水

た
ふ
〳
〵
」
句
の
場
合
の
よ
う
に
、
切
字
の
使
い
方
に
関
す
る
具
体
的
な
批
正
も

み
ら
れ
る
。

　

○　

卯
の
花
を
さ
すし

て

来

る

也

也
岡
部
の
月
の
影 

帯

カ
ス
ヤ

句
（
夏
季
乱
題
）

（
槙
）
来
ぬ
物
か
来
たた

て
も
な
い
に

風
情
也
初
松
魚 

虎
犬
山

有
（
月
次
五
題
）

（
瞿
）
大
木
戸
を
雨さ

ら
り
とに

明
たてり
は
つ
鰹 

芝
房
（
月
次
五
題
）

（
瞿
）
初
松
魚
浮喰

た
れ
ハ

・
・
世
に
罪
ハ
な
か

しりけ
り 
連
枝
（
月
次
五
題
）

（
瞿
）
網舟

引
の
空
寐
も
なさ

らせ

ぬす

け
行
々
子 
春
道
（
月
次
五
題
）

（
朝
）
ひ
と
り
子
を
売
や
う
なに

直し

やて

初
鰹 

秋
甫
（
月
次
五
題
）

（
瞿
）
秋
の
夜
の
こ
ゝ
ろ
ハ
山
に
もと

ゝ

き
た
れ
け
り 

卓
老
（
し
の
ゝ
め
）

（
瞿
）
親
子
し
て
駕
籠
つ
る
人さ
と
やよ
鹿
の
声 

白
鷗
（
し
の
ゝ
め
）

（
瞿
）
秋
の
夜
はの

夢
に
付も

た障

る
鳴
子
か
な 

旭
有
（
し
の
ゝ
め
）

（
瞿
）
鹿
き
ゝ
にの

来
て
も
た
れ
た
る
巌
か
な 

花
鏡
（
し
の
ゝ
め
）

こ
の
よ
う
に
、
表
現
や
内
容
に
関
わ
る
批
正
も
、
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
添
削
の

姿
勢
か
ら
は
、
連
枝
の
句
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
と
く
に
平
易
で
庶
民
的
な
句
を
望

む
傾
向
も
見
ら
れ
る
。

い
ず
れ
の
点
帖
も
、
主
に
句
の
添
削
の
み
で
、
判
詞
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。

こ
の
点
は
暁
台
、
臥
央
の
点
帖
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
月
並
の
規
模
の
差
も

考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
点
帖
の
弟
子
（
参
加
者
）
へ
の
回
覧
な
ど
は
、
あ
ま

り
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　

 

三　

塊
翁
と
下
伊
那
・
阿
島
俳
壇

塊
翁
月
並
句
合
の
特
徴
を
探
る
上
で
、
一
つ
の
事
例
を
あ
げ
て
み
た
い
。
第
一

節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
塊
翁
の
月
並
句
合
は
、
尾
張
俳
壇
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い

た
。
た
だ
、
そ
の
裾
野
は
広
域
に
及
ん
で
い
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
顕
著
な
例
と

し
て
、
塊
翁
と
下
伊
那
・
阿
島
俳
壇
と
の
交
流
を
月
並
句
合
を
通
し
て
み
て
い
く

こ
と
に
し
た
い
。

塊
翁
の
月
並
句
合
の
丁
刷
資
料
に
は
、
阿
島
俳
人
た
ち
が
沢
山
み
ら
れ
る
。

そ
の
原
因
を
探
る
た
め
、
阿
島
本
陣
跡
の
あ
る
喬
木
村
郷
土
資
料
館
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
化
政
期
以
後
の
俳
諧
資
料
が
一
次
、
二
次
資
料
を
含
め
、
数
多
く
残

存
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
注
６
）。
中
で
も
村
誌
資
料
目
録
第
21
輯<

謄
写>

『
阿

島
郭　

後
藤
家
文
書
目
録
』
年
代
不
明
29
番
「
大
鶴
庵
ノ
俳
諧
／
一
綴
」
と
い
う

記
載
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
一
綴
自
体
は
資
料
館
に
寄
託
さ
れ
て
お
ら
ず
所
在
不

明
だ
が
、
目
録
の
記
述
を
手
が
か
り
に
、
大
鶴
庵
塊
翁
の
俳
書
を
調
査
す
る
と
、

菊
児
ら
阿
島
俳
壇
の
連
中
が
塊
翁
編
『
あ
と
の
と
も
し
』（
文
政
元
年
）『
雁
の
空
』

（
文
政
元
年
）『
初
音
集
』（
文
政
二
年
）
等
、
多
く
の
俳
書
に
入
集
す
る
こ
と
が

わ
か
る
。
と
く
に
『
あ
と
の
と
も
し
』
は
塊
翁
が
一
門
を
あ
げ
て
士
朗
追
善
を
行

い
、
江
湖
に
士
朗
の
後
継
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
俳
書
で
あ
る
。

　

春
風
の
手
も
さ
ゝ
ぬ
也
駒
が
嶽 

菊
信
濃

児 （
あ
と
の
と
も
し
）

塊
翁
の
一
門
の
中
で
一
定
の
地
位
を
確
保
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

さ
ら
に
、
塊
翁
編
の
『
文
武
具
茶
釜
』（
文
政
三
年
序
）
に
、
蘭
馨
、
濫
竿
・

蘆
角
・
菊
児
の
阿
島
連
中
が
揃
っ
て
入
集
す
る
こ
と
に
着
目
す
る
。『
文
武
具
茶

釜
』
は
尾
張
の
塊
翁
門
を
中
心
と
し
た
俳
書
だ
が
、
俳
人
の
所
付
で
な
く
、
苗
字

が
付
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
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九

　

我
閑
居
し
て
猶
蝿
を
叩
き
け
り　
　
　
　
　
　

知
久　

蘭
馨

　

菅
笠
の
春
こ
そ
来
た
れ
は
つ
霞　
　
　
　
　
　

佐
久
間
濫
竿

　

ひ
ゞ
啼
の
鶉
や
麦
の
そ
こ
ら
中　
　
　
　
　
　

後
藤　

蘆
角

　

よ
い
水
が
山
か
ら
も
来
て
と
こ
ろ
て
む　
　
　

後
藤　

菊
児

こ
こ
か
ら
蘭
馨
が
阿
島
代
官
の
知
久
氏
の
家
系
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
や
写
本
『
系
譜
』（
喬
木
村
郷
土
資
料
館
蔵
、知
久
頼
福
識
）

の
閲
歴
、
生
没
年
か
ら
、
七
代
頼
中
（
文
化
十
年
没
）、
八
代
頼よ
り

膺あ
つ

（
寛
政
十
二

年
没
）
は
す
で
に
他
界
し
て
お
り
、
九
代
頼
福
（
文
政
十
一
年
没
、
享
年
六
六
歳
、

『
半
歌
仙
合
』
時
は
二
二
歳
頃
）
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
そ
う
だ
と

す
れ
ば
発
句
か
ら
隠
居
間
も
な
い
頃
で
あ
ろ
う
。
濫
竿
、
蘆
角
、
菊
児
も
知
久
家

に
使
え
る
士
分
階
級
で
、
と
く
に
蘆
角
、
菊
児
は
、
武
家
の
後
藤
家
資
料
『
阿
島

郭 

後
藤
家
文
書
』（
喬
木
村
郷
土
資
料
館
所
蔵
）の
中
に
、蘆
角
宛
南
陽
舎
（
蘭
馨
）

書
簡
の
俳
諧
書
留
、
雑
俳
一
枚
刷
り
等
が
み
え
、
俳
諧
に
よ
く
親
し
ん
で
い
た
様

が
う
か
が
え
る
。

そ
の
よ
う
な
、
塊
翁
と
阿
島
俳
人
の
交
流
は
文
政
期
の
月
並
句
合
で
も
、
と
く

に
顕
著
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
一
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
大
鶴
庵
撰
『
月

並
集
』（
文
政
二
年
、
文
政
八
年
）、
大
鶴
庵
評
『
月
並
集
』（
琴
左
・
加
笛
撰
、

文
政
四
年
〜
文
政
八
年
）
等
が
残
り
、
と
く
に
塊
翁
撰
の
月
並
句
合
に
は
、
先
の

菊
児
を
中
心
に
阿
島
俳
人
が
恒
常
的
に
多
数
参
加
（
渓
南
閣
、
素
雀
、
濫
竿
・
茂

樹
・
梅
扇
・
蘆
角
・
霰
打
楼
等
）
す
る
。

　
　
　
　

あ
さ
が
ほ
（
点
）

　

大
津
絵
に
書
も
ら
さ
れ
つ
田
に
し
取　
　

菊
信
濃

児　

文
政
二
年
二
月

　
　
　
　

朝
が
ほ
（
点
）

　

能
き
事
の
夢
が
続
く
よ
松
の
内　
　
　
　

菊

ア
ジ
マ

児　

文
政
八
年
二
月

先
の
目
録
の
「
大
鶴
庵
ノ
俳
諧
／
一
綴
」も
月
並
句
合
の
丁
刷
と
み
て
相
違
な
い
。

時
代
の
特
性
か
入
集
句
も
化
政
期
の
平
明
な
句
ぶ
り
が
多
い
。

と
こ
ろ
で
、
文
政
六
年
『
月
並
集
』
の
塊
翁
評
に
、

　

  

…
蕉
門
に
な
び
き
て
万
代
不
朽
の
道
と
は
な
り
ぬ
。（
中
略
）
其
種
の
中
に

も
と
り
わ
け
て
植
接
蒔
続
べ
き
た
ね
は
丈
草
去
来
の
は
ら
わ
た
を
探
り
得
た

る
暁
台
・
士
朗
の
骨
肉
を
撫
る
の
外
な
し
。
そ
は
何
を
以
い
ふ
ぞ
と
な
ら
ば

蕉
門
の
糸
す
ぢ
に
み
だ
れ
て
し
ば
ら
く
雑
俳
に
お
さ
れ
つ
な
ぎ
と
む
べ
き
糸

口
を
失
ひ
た
る
を
や
う
や
く
見
と
め
て
も
と
の
一
筋
に
続
合
せ
た
る
暮
雨
叟

暁
台
也
。（
下
略
）。

と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
よ
う
。
塊
翁
の
評
か
ら
は
暁
台
、
士
朗
へ
の
思

慕
が
は
っ
き
り
み
え
る
。
塊
翁
は
、
暮
雨
巷
名
跡
の
系
譜
に
こ
そ
連
な
っ
て
い
な

い
も
の
の
、
暁
台
、
士
朗
と
い
う
尾
張
蕉
門
の
本
流
を
継
ぐ
の
は
自
分
だ
と
い
う

自
負
も
あ
っ
た
。
暁
台
、
臥
央
と
続
く
尾
張
に
お
け
る
暮
雨
巷
月
次
句
合
を
実
質

的
に
継
い
で
い
く
の
は
竹
有
（
塊
翁
）
で
あ
り
、
そ
の
意
識
は
、
近
年
紹
介
さ
れ

た
竹
有
に
よ
る
暮
雨
巷
月
次
句
合
『
俳
諧
常
盤
草
』
の
再
版
の
試
み
に
も
み
え

る（
注
７
）。
他
に
尾
張
俳
壇
の
逸
話
を
載
せ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
『
侘
草
紙
』（
楚
山
編
、

文
化
十
一
年
）
は
、
冒
頭
に
塊
翁
の
俳
文
を
載
せ
、
そ
こ
に
も
暁
台
を
崇
敬
す
る

志
向
性
が
強
く
み
ら
れ
る
。

先
般
、
こ
の
阿
島
連
中
が
暮
雨
巷
の
加
藤
暁
台
と
『
半
歌
仙
合
』
と
い
う
試
み

を
行
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
（
注
８
）。塊
翁
が
暁
台
門
に
入
っ
た
の
は
最
晩
年
（
追
善
集
『
落

梅
花
』
に
初
入
集
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
頃
に
行
わ
れ
た
暁
台
判
『
半
歌
仙

合
』
の
試
み
を
、
後
に
な
っ
て
阿
島
の
蘭
馨
、
菊
児
か
ら
聞
き
及
ん
で
い
た
こ
と

は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
士
朗
時
代
に
は
途
絶
え
て
い
た
阿
島
連
中
と
交
流
を
再

開
し
、
門
下
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
暁
台
を
敬
慕
す
る
塊
翁
に
と
っ
て
は
自
然

の
な
り
ゆ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
塊
翁
の
も
と
、
阿
島

連
中
は
確
固
た
る
門
弟
と
な
っ
て
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
。
月
並

句
合
を
中
心
に
塊
翁
と
阿
島
連
中
が
繁
く
交
流
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
わ
け

だ
が
、
こ
う
し
た
阿
島
俳
壇
と
尾
張
俳
壇
の
交
流
は
、
視
点
を
か
え
て
下
伊
那
の

俳
壇
史
と
し
て
見
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

下
伊
那
と
尾
張
俳
壇
の
俳
諧
交
流
史
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
（
注
９
）。
飯
田
を
中
心
と
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一
〇

す
る
下
伊
那
と
い
う
地
域
の
俳
諧
を
み
る
場
合
、
宝
暦
六
年
の
雲
裡
坊
の
伊
那
谷

訪
問
は
大
き
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
触
発
さ
れ
た
也
有
が
桐
羽
と
書
簡
を

通
じ
深
く
交
流
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
の
交
流
の
概
要
を
先
行

研
究
と
筆
者
の
調
査
を
踏
ま
え
年
表
風
に
ま
と
め
て
み
る
。

　
　 

Ａ 

　 

也
有
と
桐
羽
を
中
心
と
し
た
交
流

　

宝
暦
六
年　
　
　

雲
裡
坊
杉
夫
の
伊
那
谷
訪
問
（『
若
葉
』）

　

同
年
〜
十
三
年　

也
有
と
桐
羽
の
書
簡
を
通
し
た
交
流

　

明
和
四
年　
　
　

桐
羽
『
歳
旦
』
に
也
有
ら
尾
張
俳
人
が
参
加

　

同　

六
年　
　
　
『
若
菜
売
』（
蓑
月
・
文
樵
編
）
に
桐
羽
参
加

　

安
永
三
年　
　
　

芭
蕉
建
碑
記
念
『
桜
塚
集
』
成
る

　
　
　
　
　
　
　
　

也
有
・
一
筆
坊
鷗
沙
と
下
伊
那
俳
人
の
交
流

　

天
明
五
年　
　
　

  

也
有
『
俳
諧
夢
之
蹤
』に
兎
柳
入
集
。
そ
の
後
も
鷗
沙
『
秋

錦
現
世
艸
』（
寛
政
二
）
等
に
下
伊
那
俳
人
参
加

也
有
と
桐
羽
を
中
心
と
し
た
交
流
は
、
明
和
か
ら
安
永
、
天
明
に
か
け
て
也
有
ゆ

か
り
の
尾
張
地
場
宗
匠
で
あ
る
一
筆
坊
鷗
沙
ま
で
広
が
る
。
ま
た
、『
桜
塚
集
）
10

（
注

』

を
み
る
と
、
飯
田
城
下
だ
け
で
な
く
士
分
階
級
を
中
心
に
下
伊
那
地
域
全
体
に
及

ぶ
。
一
方
で
寛
政
期
・
化
政
期
以
後
の
尾
張
と
下
伊
那
の
交
流
は
、
士
朗
と
桜
井

蕉
雨
の
交
流
が
目
立
つ
。

　
　 

Ｂ 

　 

士
朗
と
蕉
雨
を
中
心
と
し
た
交
流

　

寛
政
五
年　
　
　

飯
田
俳
書
『
さ
さ
ぶ
ね
』（
蘭
二
編
）
に
士
朗
ら
参
加

　

同　

八
年　
　
　
『
松
の
炭
』（
蕉
雨
編
）
に
お
い
て
士
朗
、
蕉
雨
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　
『
春
帒
』（
蕉
雨
編
）
に
士
朗
ら
尾
張
連
中
参
加

　

享
和
元
年　
　
　

士
朗
、『
鶴
芝
』
の
旅
で
飯
田
を
訪
ね
、
蕉
雨
と
交
流

　

文
化
六
年　
　
　

士
朗
と
飯
田
の
介
亭
と
の
交
流
（『
宇
羅
閑
良
須
』）

明
和
〜
天
明
期
（
　 

Ａ 

　

）
に
み
ら
れ
た
、い
わ
ゆ
る
尾
張
旧
派
（
美
濃
派
系
を
含
む
）

と
言
え
る
也
有
交
遊
圏
の
俳
人
と
飯
田
俳
人
と
の
交
流
は
途
絶
え
、
寛
政
期
以
後

（
　 

Ｂ 

　

）
は
、
蕉
風
の
新
風
で
あ
る
士
朗
と
飯
田
の
蕉
雨
と
の
交
流
が
中
心
と
な
っ

て
い
く
観
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
先
行
研
究
を
も
と
に
調
査
を
く
わ
え
、
下
伊
那
と
尾
張
の
俳
壇
交

流
を
俯
瞰
し
た
と
き
、
両
俳
壇
の
交
流
に
は
天
明
期
と
寛
政
期
に
大
き
な
断
絶
が

あ
る
よ
う
に
み
え
、そ
れ
ぞ
れ
の
交
流
が
散
発
的
に
行
わ
れ
て
い
た
か
に
み
え
る
。

先
に
引
い
た
よ
う
に
、
寛
政
初
め
に
暁
台
が
下
伊
那
の
阿
島
俳
人
に
対
し
て
行
っ

た
暁
台
判
『
半
歌
仙
合
』（
仮
題
）
と
い
う
点
帖
を
寓
目
す
る
に
及
び
、
こ
の
資

料
を 

　 

Ａ 

　 

と 

　 

Ｂ 

　 

の
間
に
お
い
て
分
析
す
る
と
、
尾
張
俳
壇
と
下
伊
那
地
域
に

は
、
武
士
階
層
を
中
心
と
し
た
交
流 

　 

Ａ 

　 

と
、
町
人
を
中
心
と
し
た
交
流 

　 

Ｂ 

　 

と

い
う
質
的
な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
わ
か
る
。
一
方
で
、
全
体
と
し
て

は
、
也
有
か
ら
鷗
沙
・
暁
台
、
暁
台
か
ら
士
朗
、
さ
ら
に
は
後
代
の
塊
翁
（
竹
有
）

へ
と
複
層
的
・
重
層
的
に
交
流
が
展
開
さ
れ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

前
述
の
拙
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
暁
台
の
半
歌
仙
合
の
催
し
は
一
時
的
な
も
の

で
あ
っ
た
ら
し
く
、
暁
台
没
後
、
阿
島
俳
人
と
の
交
流
が
士
朗
に
波
及
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
と
お
ぼ
し
い
。暁
台
の
新
風
を
受
け
継
い
だ
士
朗
は
、寛
政
・
享
和
・

文
化
期
を
通
じ
て
蕉
雨
・
壷
伯
、
そ
し
て
介
亭
と
い
っ
た
飯
田
城
下
の
富
裕
な
町

人
層
と
交
流
を
深
め
て
い
く
。
阿
島
俳
壇
と
尾
張
俳
壇
の
交
流
は
鷗
沙
の
没
す
る

寛
政
八
年
を
も
っ
て
、
ひ
と
ま
ず
途
絶
え
る
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
あ
と
、
本
稿
で
み
た
よ
う
に
、
塊
翁
が
也
有
・
鷗
沙
・
暁
台
と

つ
づ
い
た
阿
島
連
中
と
の
交
流
を
復
活
さ
せ
、
深
め
て
い
く
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

た
だ
し
、
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で
、
塊
翁
が
阿
島
連
中
と
の
交
流
を
復
活
さ
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
三
河
と
下
伊
那
を
結
ぶ
中
馬
街
道
は
、
江
戸
前
期
か
ら
塩
の
道
と
し
て

知
ら
れ
る
が
、
足
助
か
ら
飯
田
街
道
を
通
り
尾
張
へ
と
道
が
続
い
て
い
た
。
そ
の

道
は
商
い
だ
け
で
な
く
文
化
を
結
ぶ
道
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
き
た
の
で
あ

る
。
江
戸
時
代
を
通
じ
、
そ
の
下
伊
那
の
関
所
を
一
手
に
取
り
仕
切
っ
た
の
が
本

稿
で
論
じ
た
阿
島
を
治
め
る
旗
本
知
久
氏
で
あ
る
）
11

（
注

。
暁
台
判
『
半
歌
仙
合
』
お
よ

び
、塊
翁
月
次
句
合
に
参
加
し
た
知
久
家
と
そ
の
家
臣
連
中
を
手
が
か
り
と
し
て
、
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一
一

そ
の
俳
諧
交
流
の
糸
を
辿
る
こ
と
で
、
あ
ら
た
に
也
有
、
鷗
沙
、
暁
台
、
そ
し
て

後
代
の
塊
翁
へ
と
連
な
る
下
伊
那
の
武
士
階
層
と
尾
張
俳
壇
の
交
流
が
措
定
で
き

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
交
錯
す
る
形
で
行
わ
れ
た
士
朗
と
町
人
層
と
の
交
流
を
あ

わ
せ
見
る
と
き
、
江
戸
後
期
の
中
馬
街
道
筋
の
俳
諧
交
流
史
は
よ
り
豊
か
な
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
る
。
な
お
今
回
の
阿
島
の
事
例
を
も
と
に
す
れ

ば
、
福
与
、
飯
島
等
、
他
の
下
伊
那
俳
壇
へ
の
波
及
も
予
測
さ
れ
る
こ
と
を
付
言

し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　

お
わ
り
に

塊
翁
の
月
並
句
合
に
つ
い
て
、
丁
刷
、
点
帖
を
中
心
に
素
描
し
た
。
士
朗
亡
き

あ
と
の
尾
張
俳
壇
経
営
の
一
環
と
し
て
、
塊
翁
が
月
並
句
合
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
る
が
、
阿
島
俳
壇
の
よ
う
な
別
地
域
の
俳
壇

と
月
並
句
合
を
通
し
て
交
流
し
て
い
た
こ
と
は
尾
張
と
他
俳
壇
の
交
流
史
を
考
え

る
上
で
も
興
味
深
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

三
回
に
わ
た
り
尾
張
後
期
の
月
次
句
合
を
調
査
し
て
き
た
こ
と
で
、
こ
の
地
域

の
俳
壇
経
営
の
特
徴
の
一
端
を
知
り
え
た
と
考
え
る
。
今
回
、
俎
上
に
の
せ
た
よ

う
な
丁
刷
、
点
帖
は
、
ま
だ
ま
だ
各
所
に
残
存
し
て
い
る
に
相
違
な
い
。
今
後
も
、

引
き
続
き
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。

注１
尾
張
の
加
藤
暁
台
の
事
例
を
拙
稿
「
暁
台
の
晩
年
と
月
並
句
合
」（
連
歌
俳
諧
研
究
94
）

「（
翻
刻
）
中
興
期
俳
諧
月
並
句
合
資
料
―
加
藤
暁
台
の
点
取
帖  

・
摺
物
・
投
句
控
」（
国

文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部
調
査
研
究
報
告
19
号
）
等
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
。
臥

央
の
月
次
句
合
に
つ
い
て
、「
寛
政
・
享
和
期
の
臥
央
の
月
次
句
合
点
帖
資
料
に
つ
い

て
」（『
金
城
学
院
大
学
論
集　

人
文
科
学
編
』
15
・
1 

、
平
成
30
年
9
月
）
で
取
り
上

げ
た
。

２
塊
翁
（
竹
有
）
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
、
鬼
頭
素
朗
・
伊
藤
亮
三
氏
『
尾
張
俳
人
考
』（
奎

星
社
、
昭
和
15
年
）
等
に
詳
し
い
。
も
っ
と
も
新
し
い
も
の
で
は
、
吉
田
弘
氏
『
知
多

半
島
文
学
散
歩
』（
平
成
17
年
、私
家
版
）
に
塊
翁
の
俳
諧
活
動
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
。

３
服
部
徳
次
郎
氏
『
真
野
家
文
書
』（
豊
明
市
編
纂
室
）
に
士
朗
が
発
句
合
の
評
を
付
け
て

い
る
例
が
み
ら
れ
る
が
、
士
朗
の
月
並
句
合
資
料
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
残
っ
て
い
な
い
。

４
国
文
学
研
究
資
料
館
の
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
出
さ
れ
る
塊
翁
月

並
句
合
の
丁
刷
資
料
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
よ
っ
た
。

５
丁
刷
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
年
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
早
大
蔵
の

①
③
は
、玉
晁
叢
書
「
俳
叢
」
の
う
ち
に
錯
簡
の
形
で
そ
れ
ぞ
れ
１
ヶ
月
分
が
残
存
す
る
。

架
蔵
本
の
③
は
、
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
３
ヶ
月
分
が
残
存
す
る
。
な
お
、
常
滑
市

の
某
氏
ご
教
示
の
「
文
政
三
年　

塊
翁
撰
月
次
五
題
」「
文
政
四
年　

塊
翁
撰
月
次
五
題
」

も
存
在
す
る
（
複
写
本
の
み
確
認
）。
④
⑤
の
架
蔵
本
は
、
文
政
五
年
と
文
政
四
年
の
丁

刷
が
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
。
順
序
が
、
文
政
五
年
、
四
年
の
順
で
綴
じ
ら
れ
て

い
る
。
五
年
は
、
十
二
月
が
欠
け
る
（
図
２
参
照
）。
原
本
を
手
に
と
る
こ
と
の
で
き
た

架
蔵
本
の
書
誌
だ
け
試
み
に
掲
げ
て
お
こ
う
。

　

③
「
大
寉
庵
月
次
」

　
　

 

半
一
冊
。
外
題
「
大
寉
庵
月
次
」（
中
央
）。
縦
二
二
・
六
糎
×
一
六
・
五
糎
。
表
紙
、

縹
色
。
全
十
一
丁
（
三
七
丁
〜
四
七
丁
）

　

④
⑤
「
大
鶴
庵
月
次
」

　
　

 
半
一
冊
。
縦
二
二
・
八
糎
×
一
六
・
六
糎
。
表
紙
、
標
色
。
全
八
九
丁
。
罫
あ
り
。

柱
刻
「
午　

一
（
〜
四
一
）」「
巳　

一
（
〜
四
八
）」

６
『
阿
島
郭　

後
藤
家
文
書
』
の
①
『
は
い
か
い
若
紫
』（
高
評
）「
年
代
不
明
一
枚
刷　

作
者
―
防
転
ら
六
百
七
拾
八
句
」（
喬
木
村
郷
土
資
料
館
寄
託
料
）②
芦
角
宛
南
陽
舎
（
蘭

英
）
書
簡
（
俳
句
の
批
評
）（
同
）
等
の
一
次
資
料
の
他
、
村
誌
資
料
目
録
第
22
輯<

謄

写
版>

『
知
久
分
家
文
書
』（
北
知
久
・
御
下
屋
敷
）
文
書
目
録
に
「
松
露
庵
鳳
佐
白
連
」
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一
二

（
文
化
八
〜
九
）、「
誹
風
た
ね
ふ
く
べ
」（
天
保
辰
夏
）、「
歌
仙
行 

三
吟
秋
守
」（
天
保

甲
辰
仲
秋
）
等
の
記
載
あ
り
。

７
加
藤
定
彦
氏
「『
俳
諧
常
盤
草
』
の
紹
介
―
暮
雨
巷
月
次
句
合
の
余
波
」（『
東
海
近
世
』

24
号
、
平
成
28
年
７
月
）
参
照
。
暮
雨
巷
月
次
句
合
の
再
版
本
に
は
、
暁
台
、
臥
央
に

連
な
ろ
う
と
す
る
竹
有
（
塊
翁
）
の
志
向
性
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

８
拙
稿
「
加
藤
暁
台
と
半
歌
仙
合
の
試
み
―
晩
年
に
お
け
る
下
伊
那
・
阿
島
俳
壇
へ
の
批

点
を
め
ぐ
っ
て
」（
連
歌
俳
諧
研
究
135
号
、
平
成
30
年
９
月
）

９
拙
稿
「
宝
暦
期
に
お
け
る
横
井
也
有
の
蕉
風
意
識
に
つ
い
て
―
美
濃
派
お
よ
び
露
川
門

へ
の
対
応
を
視
座
と
し
て
」（『
国
語
と
国
文
学
』
91
―
３
、
平
成
26
年
３
月
）
等
に
、

雲
裡
坊
、
也
有
と
桐
羽
の
俳
諧
交
流
の
意
味
を
論
じ
た
。

10
矢
羽
勝
幸
氏
「
芭
蕉
建
碑
記
念
集
「
桜
塚
集
」」（『
伊
那
』
29
、
伊
那
史
学
会 

昭
和
56

年
10
月
）
に
翻
刻
紹
介
あ
り
。

11
『
喬
木
村
村
誌　

上
』（
喬
木
村
誌
編
纂
委
員
会
、
昭
和
54
年
）
等
参
照
。

﹇
付  

記
﹈
本
稿
は
科
学
研
究
費
の
研
究
助
成
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号

17K
02471

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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